


行
き
交
う
旅
人
や
商
人
、

街
道
の
合
流
の
地
と
し
て

往
時
の
栄
華
が
偲
ば
れ
る
。

諏訪大社下社春宮

‐1‐‐2‐

中
山
道
の
難
所
、和
田
峠
を
越
え
る
と

温
泉
の
あ
る
宿
場
町  

下
諏
訪
宿
。

甲
州
道
中
と
合
流
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

旅
人
、商
人
な
ど
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

諏
訪
湖
を
眺
め
な
が
ら

岡
谷
の
町
、塩
尻
峠
の
沿
道
に
は

神
社
仏
閣
、石
仏
群
が
点
在
し
、

峠
の
展
望
台
か
ら
は

遠
く
八
ヶ
岳
や
富
士
山
な
ど
が
望
め
ま
す
。

五十五里塚跡万治の石仏木落し坂

下
諏
訪
か
ら
木
曽
路
へ

 
1

和
田
峠
〜
樋
橋

 

3

樋
橋
〜
宮
の
上

 

5

下
諏
訪
宿
〜
岡
谷

 

7

岡
谷
〜
塩
尻
峠

 

9

塩
尻
峠
〜
柿
沢

 

11

塩
尻
宿

 

13

大
門
〜
平
出
遺
跡

 

15

郷
原
宿

 

17

洗
馬
宿

 

19

本
山
宿

 

21

日
出
塩
〜
桜
沢

 

23

中
山
道
と
姫
街
道

 

25

全
体
マ
ッ
プ

 

27

木
曽
路
か
ら
下
諏
訪
へ

 
29



江戸京 （木落し坂へ）

‐3‐‐4‐

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

和
田
峠
ト
ン
ネ
ル

142

142

和
田
峠（
古
峠
）

文
字
道
祖
神

牛
頭
天
王
の
碑

馬
頭
観
音

江
戸
よ
り
五
十
三
里

西
餅
屋
一
里
塚
跡

御
嶽
山
蔵
王
大
権
現
御
岳
遥
拝
所

案内板

歴
史
の
道
石
碑

水
呑
場
・
柳
原
清
水

（
水
は
飲
め
な
い
）

※
熊
出
没
注
意

　　ラジ
オ
や
鈴
を
携
帯
す
る
な
ど

　　充分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

中
部
北
陸
自
然
歩
道
標
識

中
部
北
陸
自
然
歩
道
標
識

中
部
北
陸
自
然
歩
道
標
識

中
部
北
陸
自
然
歩
道
標
識

垂
木
岩
の
ガ
ラ
場

和田古峠地蔵尊

峠沢橋

水

階
段

至新和田トンネル

※
交
通
量
多
し

　　横断
注
意

中
山
道
道
標

※
交
通
量
多
し

　通行
注
意

142

浪
人
塚

水
戸
浪
士
の
墓

国道橋梁の
下を通る

水
戸
浪
士
の
墓

の
案
内

樋
橋
茶
屋
本
陣
跡
碑

道
標

道
標

道
標

鉄
工
所

香炉岩

水
戸
市
浪
士
の
墓
の
案
内

南無阿弥陀仏

樋
橋（
循
環
バ
ス
折
返
し
点
）

山
の
神
神
社

山
の
神
神
社

通
行
不
可

（
廃
道
・
立
入
禁
止
な
ど
）

山の神神社

西餅屋一里塚跡

西
餅
屋
茶
屋
跡

立
場
の
茶
屋
が
四
軒

あ
っ
て
こ
こ
か
ら
が

い
よ
い
よ
峠
に
な
る

所
で
す
。

石
小
屋
跡

風
雨
の
待
避
所
、一
時
荷

物
置
き
場
と
し
て
使
わ

れ
た
場
所
で
す
。

こ
こ
か
ら
西
餅
屋
間
は

道
筋
が
不
定
で
す
。

元
治
元
年
十
一

月
、水
戸
天
狗

党
一
行
と
高
島・

松
本
藩
と
の
合

戦
場
。合
戦
後

高
島
藩
は
こ
こ

で
戦
死
し
た
水

戸
浪
士
六
人
を

祀
る
墓
碑
を
建

て
ま
し
た
。和

田
峠
の
登
り
口

に
あ
っ
て
立
場
の

役
割
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。



江戸京 （和田峠へ）（下諏訪宿へ）

‐5‐‐6‐

注
連
掛
広
場

（
御
柱
が
揃
う
）

八
本
の
御
柱
が
一
カ
月
こ
こ
に
休
む

諏
訪
で
一
番
先
に
出
来
た
発
電
所

今
も
発
電
中

諏訪大社御柱祭（木落し坂）
下社に立てる樅の大木に氏子が乗り、
急斜面を滑り落とす

※
一
里
塚
ま
で
は

　

  

通
行
で
き
ま
す
が

　

  

作
業
車
等
に

　

  

ご
注
意
下
さ
い

木落し坂トンネル

142号バイパス
万治の石仏

発
電
所

142

142

町
屋
敷

（
あ
ざ
み
号
）

落
合
橋（
あ
ざ
み
号
）

注
連
掛（
あ
ざ
み
号
）

住宅街
道
祖
神

芭
蕉
句
碑

途
中
階
段
有
り

天
下
の
木
落
し
坂
碑

道祖神と馬頭観音

慈
雲
禅
寺
の
伽
藍
が
見
え
る

お高茶屋碑
街かど博物館

杉並木

宮の上

山
の
神
道
祖
神

馬
頭
観
音

毒
沢
鉱
泉

中
山
道
道
標

道
標

山
の
神
神
社

道
水
管
が
見
え
る

通行注意

至岡谷IC

川
に
沿
っ
た
道
を
と
る

中
部
北
陸
自
然
歩
道
標
識

砥川

142
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
跡

江
戸
よ
り
五
十
四
里

樋
橋
一
里
塚
碑

地
下
道
を

く
ぐ
る

道祖神と馬頭観音

五十四里塚の碑

芭蕉句碑

通
行
可

リ
サ
イ
ク
ル
会
社

事
務
所

私道

一里塚碑案内板

慈
雲
禅
寺

正
安
二
年
創
建
の
古
刹
。武
田
信
玄

に
も
縁
の
あ
る
寺
院
で
す
。

諏
訪
大
社
下
社
春
宮

全
国
に
あ
る
諏
訪
神
社
の
総
本
社
。

上
下
四
社
の
内
下
社
二
社
の
一
社
。

祭
神
は
、そ
の
昔
は
女
神
八
坂
刀

売
神
で
し
た
が
、現
在
は
建
御
名

方
神
と
の
二
柱
。弊
拝
殿
・
左
右
片

拝
殿
は
大
隅
流
の
建
築
で
国
重
要

文
化
財
で
す
。境
内
の
筒
粥
殿
で

行
わ
れ
る「
筒
粥
神
事
」は
下
社
七

不
思
議
の
ひ
と
つ
。裏
手
に
は
浮
島
、

万
治
の
石
仏
が
あ
り
、「
浮
島
」も

下
社
七
不
思
議
の
ひ
と
つ
で
す
。

注
連
掛（
し
め
か
け
）

御
柱
の
里
曳
き
祭
の
曳
き
出
し
場
所
。

「
ゆ
き
散
や

穂
家
の
す
す
き
の

　　　

      

刈
残
し
」

慈
雲
禅
寺
龍
の
口

慈
雲
禅
寺
の
参
道
口
。高
遠
系

石
工
山
田
氏
の
龍
の
石
彫
の

手
水
が
あ
り
ま
す
。



江戸京 （木落し坂へ）（塩尻峠へ）

‐7‐‐8‐
20

142

20

魁
塚

旧
渡
辺
家
住
宅

一宮
石
燈
篭

砥
川

中
山
道
と
甲
州
道
中
の
合
流
点
碑

下諏訪駅前

江戸より五十六里
東堀一里塚跡

出早口

平福寺（おひぎりさま）

下
諏
訪
宿

諏訪大社
下社秋宮

甲州道中

高
札
場
跡

本願寺

おいでや
（下諏訪観光協会）

春
宮
大
門

諏訪大社
下社春宮

東堀正八幡宮
（柴宮）

尼堂墓地と
永田徳本の墓

コンビニ

うどん屋道標
街並みが続く

伊那道道標

長地中町

大社通り

中山道は
こちらの
筋を通る

通行注意

中山道の標識を
曲がる

道祖神

宿
場
街
道

資
料
館 番所跡

番屋跡

慈雲禅寺龍の口
道標碑※

富士山、諏訪湖が
眺望できる

綿
の
湯
の
碑

本
陣
岩
波
家

江戸より五十五里
下諏訪上之原一里塚

お高茶屋碑

慈雲禅寺杉並木
宮の上

富士見橋

西大路口道標

道標

道標 道標

十
四
瀬
川

木の橋

中山道の案内板

初期中山道

WC

万治の石仏

JR下諏訪駅
下諏訪観光案内所

慶
応
四
年
、幕
末
の
草

莽
の
志
士
相
楽
総
三

ほ
か
赤
報
隊
幹
部
が

処
刑
さ
れ
た
場
所
。

信
州
出
身
第
一
号
の
大
臣
の
生
家

高
島
藩
の
散
居
武
士
の
家
で
、こ
の

一
家
か
ら
渡
辺
国
武
・
千
秋
・
千
冬

の
三
人
の
大
臣
が
出
て
い
ま
す
。

渡
辺
家
は
間
口
七
間
半
、奥
行
五
間
、

外
観
は
茅
葺
・
寄
棟
造
で
内
部
に
土

間
と
炉
の
間
が
あ
り
ま
す
。

全
国
的
に
も
数
少
な
い
下
級
武
士

の
家
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

平
福
寺（
お
ひ
ぎ
り
さ
ま
）

弥
林
山
平
福
寺
と
い
い
、高
野

山
金
剛
頂
寺
の
末
寺
で
、中
世

南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代

に
は
下
社
春
宮
の
別
当
寺
で

し
た
。ま
た
、同
寺
に
あ
る
日

限
地
蔵
尊
は
、願
い
を
か
な
え

て
く
だ
さ
る「
お
ひ
ぎ
り
さ
ま
」

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

諏
訪
大
社
下
社
秋
宮

全
国
に
あ
る
諏
訪
神
社

の
総
本
社
。上
下
四
社
の

内
下
社
二
社
の
一
社
。弊

拝
殿
・
左
右
片
拝
殿
・
神

楽
殿
は
立
川
流
の
建
築

で
国
重
要
文
化
財
で
す
。

慶
応
四
年（
一
八
六
八
年
）

奉
納
の「
算
額
」が
あ
り

ま
す
。

下
諏
訪
宿

　

中
山
道
の
宿
場
と
し
て
、ま
た

甲
州
道
中
の
合
流
す
る
宿
場
。

お
諏
訪
様
の
お
膝
元
、温
泉
に

入
れ
る
、塩
尻
峠
・
和
田
峠
に

挟
ま
れ
る
地
な
ど
の
条
件
か

ら
大
変
賑
わ
っ
た
宿
場
で
し
た
。

ま
る
や
旅
館

幕
末
に
脇
本

陣
を
勤
め
た

旅
館
。

桔
梗
屋
旅
館

下
諏
訪
宿
の
時
代
か

ら
あ
る
老
舗
旅
館
。

春
宮
の
参
道
入
り
口

と
も
い
え
る
所
に
あ
り
、

諏
訪
湖
か
ら
も
よ
く

見
え
た
と
い
い
ま
す
。

来
迎
寺

和
泉
式
部
伝
説
に
ま
つ
わ
る
鉄
焼

地
蔵
尊
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
井
邦
子
文
学
館

（
中
山
道
茶
屋「
松
屋
」）

江
戸
時
代
に
茶
屋

だ
っ
た
所
で
歌
人

今
井
邦
子
の
実
家
。

御
作
田
神
社

伏
見
屋
邸

元
治
元
年
築
。明

治
時
代
の
商
家

の
復
元
が
さ
れ
、

無
料
お
休
み
処

で
す
。

旦
過
の
湯

児
湯

初期中山道マップあり

※
道
標
碑

「
右
中
山
道

　左諏
方
宮
」

嘉
永
七
年
。下
社
大
祝

今
井
信
古
の
書
。



池

江戸京 （下諏訪宿へ）（柿沢へ）

‐9‐‐10‐

20
20

20

長野
自動
車道田川

馬頭観世音

親子地蔵

道祖神

親子地蔵

天
満
宮

漬
物
屋

そ
ば
屋

岡谷自動車学校

そば屋

諏訪湖畔病院

出早公園
紅葉とカタクリの名所

旧
今
井
穀
留
番
所

不
動
尊

中
山
道
石
碑

江
戸
よ
り
五
十
六
里

東
堀
一
里
塚
跡

鳴
沢
清
水

中
山
道
の
大
石

石
船
観
音
堂

フ
ァ
ミ
レ
ス

コンビニ

明
治
天
皇
今
井
御
小
休
所

JA今井支所前（シルキーバス）

今井

岡谷IC

塩嶺御野立公園
展望台

塩嶺閣

浅
間
社

夜通道

坂道

急な坂道

塩
尻
峠

江
戸
よ
り
五
十
七
里

東
山
一
里
塚

道
祖
神

道
祖
神
と
御
神
燈

横
河
川

下諏訪岡谷20号バイパス

道祖神

案
内
看
板

道
標

道
標

案
内
看
板

道
標

道
標

道
標

中
山
道
の

案
内
板水

明治天皇
塩尻嶺御膳水

展望台からは、東側には富士山・諏訪湖・
八ヶ岳・南アルプスの眺望（関東の富士見百景）
西側には穂高岳、北アルプスの眺望

塩嶺小鳥の森
日本の音風景100選

WC

WC

国道20号バイパス
を渡る 今井観音堂

木造聖観世音菩薩座像

今井（アルピコ交通）

明治天皇
御膳水

コンビニ

中馬碑

今井上の原

出早

秋
葉
神
社

出早雄
小荻神社

明
治
天
皇
御
野
立
所

聖駕駐蹕記碑
（御野立記念碑）

せいがちゅうひつき 坂
の
途
中
か
ら

諏
訪
湖
・
富
士
山
が

眺
望
で
き
ま
す
。

至高ボッチ高原へ8km

鳴沢清水

高ボッチ高原
案内板

馬頭観音

中山道道標

東明神社

江
戸
時
代
、中
山

道
塩
尻
峠
口
に
置

か
れ
た
米
を
中
心

と
す
る
穀
類
の
出

入
り
を
監
視
し
た

番
所
。現
存
す
る

建
物
は
江
戸
時
代

末
期
の
も
の
。

馬
頭
観
世
音
が
船
の
形

を
し
た
台
石
の
上
に
祀

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
石
船
観
音
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。境
内
を
鳴
沢

清
水
と
い
っ
て
清
ら
か

な
水
が
流
れ
て
お
り
、参

拝
者
の
喉
を
う
る
お
し

て
い
ま
す
。

塩
尻
峠
茶
屋
本
陣（
本
棟
造
り
）

寛
政
八
年（
一
七
九
六
年
）の

建
築
で
、門
・
玄
関
・
上
段
の
間
・

次
の
間
は
当
時
の
ま
ま
保
存

さ
れ
て
お
り
ま
す
。十
返
舎
一九

の
休
憩
所
、伊
能
忠
敬
測
量
隊

の
昼
食
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

塩
嶺
御
野
立
記
念
祭

中
山
道
を
通
る
参
勤
交
代

の
大
名
が
休
憩
し
た
御
小

休
所
。十
四
代
将
軍
家
茂

に
嫁
い
だ
皇
女
和
宮
も
御

降
嫁
の
折
、休
憩
さ
れ
ま

し
た
。江
戸
時
代
の
姿
を

継
承
し
て
い
る
貴
重
な
建

物
で
、国
の
登
録
有
形
文

化
財
。

「
日
本
で
一
番
短
い

お
祭
り
」と
し
て
知

ら
れ
る
、塩
嶺
御
野

立
記
念
祭
。明
治
天

皇
が
訪
れ
た
六
月
二

十
四
日（
明
治
十
三
年
）、

昭
和
天
皇
が
訪
れ
た

十
月
十
四
日（
昭
和

二
十
二
年
）に
合
わ

せ
て
毎
年
二
回
聖
駕

駐
蹕
記
碑
の
前
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

WC
トイレ間距離みどり湖PAまで

約4.6km



江戸京 （塩尻峠へ）（塩尻宿へ）

‐11‐‐12‐

旭
観
音
堂

153

20

20

長野自動車道

八
幡
神
社

道
祖
神

柿
沢
公
民
館

道
祖
神

本
棟
造
り
看
板

双体道祖神

地下道

歩道橋

柿沢集落

小坂田公園

道の駅
自然博物館

20
号
線
を
歩
く

緑が多く落ち着いた
柿沢の街道筋

畑が広がる

みどり湖PA

ぶどう畑

ぶどう畑

みどり湖PA

牛
馬
守
護
神

新
茶
屋
本
陣

食堂

牛馬守護神
中
山
道
道
標

高
ボ
ッ
チ
高
原

案
内
板

い
の
字
山

至高ボッチ高原へ8km

高
礼
場
跡

火
の
見
櫓

民
家
と
畑
の
間
の
細
い
道

カ
ラ
マ
ツ
林

ア
カ
マ
ツ
林

みどり湖

みどり湖

WC

下柿沢

四沢川

小坂田池

縁
並
土
橋

火の見櫓 犬
飼
の
清
水

水

東明神社
馬頭観音

首塚

弁天堂

道祖神

徳
川
時
代
、あ
る
お
公
家
様
の
行
列
が
柿

沢
村
を
通
る
頃
、お
公
家
様
の
愛
犬
が
急

に
苦
し
み
だ
し
ま
し
た
。病
気
か
と
い
ろ

い
ろ
手
を
尽
く
し
て
も
一
向
に
よ
く
な

り
ま
せ
ん
。付
近
を
探
す
と
清
水
が
湧
き

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
つ
け
、天
の
恵

み
と
犬
に
飲
ま
せ
る
と
、不
思
議
に
も
元

気
に
な
り
ま
し
た
。お
公
家
様
は
大
喜
び

で
、こ
の
清
水
に「
犬
飼
の
清
水
」と
名
付

け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、こ
の

清
水
は
国
道
工
事
で
埋
め
ら
れ
て
し
ま

い
東
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
文
十
七
年（
一五
四
八
年
）

七
月
十
九
日
柿
沢
か
ら
勝

弦（
か
っ
つ
る
）峠
の
丘
陵

に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ

た「
塩
尻
峠
の
合
戦
」は
、

武
田
晴
信
と
小
笠
原
長
時

双
方
一
万
の
軍
勢
が
相
撃

つ
壮
絶
な
戦
が
短
時
間
の

間
に
行
わ
れ
、小
笠
原
軍

の
大
敗
で
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
戦
で
千
余
人
が
討
ち

死
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。戦
場
に
残
さ
れ
た

悲
惨
な
亡
骸
に
心
を
痛
め

た
柿
沢
の
住
民
が
霊
を
弔

い
、丁
寧
に
葬
っ
た
と
い

わ
れ
る
の
が「
首
塚
・
胴
塚
」

で
す
。毎
年
八
月
に
は
地

元
住
民
が
僧
侶
を
招
き
供

養
を
行
っ
て
い
ま
す
。

首塚・胴塚
首
塚
・
胴
塚

WC

WC

穂高岳・北アルプスの眺望→

塩
尻
宿
案
内
板

WC

トイレ間距離
永福寺まで 塩嶺御野立公園まで

約1.5km 約4.6km



西福寺

塩
尻
宿

中央本線

コンビニ

下大門

大小屋

塩尻橋

田
川

道
祖
神

文
字
塔

「是より東塩尻宿」の碑

双体道祖神

塩尻中学校 文
下問屋跡

小
野
家
住
宅

高
札
場
跡

堀
内
家
住
宅

堀内家住宅

※車両通行量多く歩行注意

上　町
中　町

下　町

塩尻宿からの
穂高連峰の眺望は絶景

駕
篭
立
場
跡

コンビニ

鉤
の
手
跡
塩
尻
宿
案
内
板

塩
尻
東
小
学
校
文

WC

塩
尻
宿
本
陣
跡

上
問
屋
跡

明
治
天
皇
塩
尻
行
在
所
碑

陣
屋
跡

薬師堂
(修践社跡)

脇
本
陣
跡

飛
脚
問
屋
跡

塩
尻
宿
碑
明
治
天
皇
御
膳
水
碑

塩尻町

三
本
柱
の
火
の
見
櫓

笑
亀
酒
造

十
王
堂
跡

永
福
寺

双体道祖神

縁
並
土
橋

道
祖
神

「
是
よ
り
西
塩
尻
宿
」の
碑

双
体
道
祖
神

道
祖
神

江
戸
よ
り
五
十
八
里 

柿
沢
一
里
塚
跡

仲
町

口
留
番
所
跡

山
門(

仁
王
門)

太
田
南
海
制
作
の
仁
王
像

（
市
有
形
文
化
財
）

長
福
寺(

永
福
寺)

跡

三
州
街
道

阿
禮
神
社
御
旅
宮

秋葉神社
太子庵跡

WC

四沢川

五千石街道

江戸京 （柿沢へ）（平出へ）

‐13‐‐14‐

明
治
十
六
年
に
酒
造

元
と
し
て
開
業
。国

の
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
穀
蔵

は
重
厚
な
高
い
海
鼠

（
な
ま
こ
）壁
で
覆
わ

れ
て
い
ま
す
。

双体道祖神

至小野宿

天
保
年
間（
一
八
二
九
〜
）

に
再
建
さ
れ
た
旅
籠
で
屋

号
を「
い
て
う
や
」と
い
い

ま
す
。間
口
八
間
、奥
行
き

四
十
間
の
町
割
り
敷
地
と
、

主
屋
、文
庫
、隠
居
所
、納
屋

他
付
属
構
築
物
の
屋
敷
構

え
全
体
が
国
重
要
文
化
財
。

旭
観
音
堂（
市
有
形
文
化
財
）

諏
訪
の
名
匠
・
立
川
和
四
郎

富
昌
・
富
重
父
子
に
よ
り
完

成
さ
れ
た
観
音
堂
。

安
政
三
年（
一
八
五
六
年
）

奉
納
の「
算
額
」が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
、幕
府
や
藩

の
法
度
類
を
墨
書
き

し
た
高
札
が
掲
示
さ

れ
た
場
所
。下
問
屋
跡

の
前
に
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。（
塩
尻
宿
案

内
板
）

堀
内
家
は
江
戸
時
代
に

堀
の
内
村
の
名
主
を
務

め
ま
し
た
。文
化
年
間（
一

八
〇
四-

一
八
年
）に
下

西
条
村
の
川
上
家
か
ら

移
築
さ
れ
た
本
棟
造
の

住
宅
は
、こ
の
系
統
民

家
の
一
頂
点
を
示
す
も

の
と
言
え
ま
す
。国
重

要
文
化
財
。

阿
禮
神
社

延
喜
式
神
名
帳（
平
安

時
代
）に
記
さ
れ
て
い
る

格
式
の
あ
る
神
社
。

中
山
道
塩
尻
宿

慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
年
）

に
整
備
さ
れ
、そ
の
後
東
へ
と

広
が
り
、幕
末
に
は
七
町
二
十

九
間（
八
二
〇
ｍ
）の
大
宿
場

と
な
り
ま
し
た
。

塩
尻
宿
は
松
本
領
と
諏
訪
領

の
境
で
、米
穀
類
や
禁
制
品
を

改
め
る「
口
留
番
所
」が
設
け

ら
れ
、人
・
馬
の
中
継
場
所
と

し
て
上
・
下
の
問
屋
場
が
つ
く

ら
れ
、参
勤
交
代
な
ど
、公
用

者
や
上
級
武
士
が
休
泊
す
る

本
陣
や
脇
本
陣
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
年
）

旅
籠
屋
は
四
十
五
軒
、幕
末
に

は
七
十
五
軒
と
増
え
、中
山
道

で
二
番
、信
濃
で
は
一
番
の
数

で
し
た
。

火の見櫓

JRみどり湖駅
WCWC

平出遺跡公園まで
約3.0km 約1.5km

トイレ間距離
みどり湖PAまで

歩道橋

約1.0km



江戸京 （塩尻宿へ）（郷原宿へ）

‐15‐‐16‐

中央本線

19

294

中
山
道

砂
利
道

ガソリン
スタンド

中仙道一里塚

ぶどう畑

ぶどう畑

ぶどう畑

第一中仙道踏切
平出遺跡

見渡す限りぶどう畑が広がっています。
桔梗ヶ原メルローは世界的にも有名。

桔梗ヶ原 桔梗ヶ原

下大門

至塩尻駅 至塩尻駅

平
出
遺
跡

平出遺跡 復元竪穴式住居

城
戸
ワ
イ
ナ
リ
ー

平出遺跡公園
ガイダンス棟

国史跡平出遺跡長野県野菜花き試験場

茶屋跡
この付近に茶屋がありました。

（名物黄金餅）

平
出
の
泉

昭和電工の塀沿いに歩く

養福院
305

伊夜彦神社

大門神社（柴宮）
柴宮銅鐸出土地

ご神徳が具象化された
樹齢300年の大欅

平
出
遺
跡
考
古
博
物
館

平
出
遺
跡
公
園

比叡の山

江戸より五十九里
平出一里塚
旧中山道を挟んだ両側に
一対の一里塚が現存しています。
県下でも珍しい塚です。

水

石
灰
岩
の
割
れ
目
か
ら

水
が
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。

は
る
か
縄
文
時
代
か
ら

湧
き
出
し
て
い
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平出遺跡を学習できる施設。
「火起こし」など
原始・古代に関する体験学習も
実施しています。

双体道祖神
耳塚神社

北
国
西
往
環(

善
光
寺
道)

WC

WC

おおけやき

（P19へ）

縄
文
時
代
、古
墳
時
代
、平

安
時
代
に
か
け
て
の
大
規

模
な
集
落
。二
九
〇
を
越

え
る
建
物
跡
と
、膨
大
な

数
の
土
器
・
石
器
類
、勾
玉
、

土
偶
、鏃
な
ど
が
出
土
し

て
い
ま
す
。当
時
の
生
活

を
知
る
貴
重
な
遺
跡
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
が
本
格
的
に
は
じ
ま

っ
た
の
は
昭
和
二
十
五
年
、

昭
和
二
十
七
年
に
は
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
、遺
跡
の

保
護
・
活
用
の
た
め
公
園

整
備
が
行
わ
れ
、各
時
代

の
住
居
の
復
元
工
事
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
三
大
遺
跡
に
数
え

ら
れ
る
大
き
な
遺
跡
。

縄
文
時
代
か
ら
平
安
時

代
の
長
期
間
集
落
跡
が

見
ら
れ
る
複
合
遺
跡
。

土
器
・
石
器
な
ど
約
2

万
点
の
出
土
品
、奈
良

時
代
中
期
の
日
本
一
大

き
い
瓦
塔
な
ど
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

塩尻西部中学校 文
穂高岳・北アルプスの眺望→

WC

トイレ間距離
洗馬駅まで 阿禮神社まで

約3.5km約3.5km 約3.0km



古井戸

いぼ神様

ミニパークの案内板と道標

郷原宿の碑

郷福寺

切妻本棟造り

平入り横屋造り

穂高連峰の眺望

芭蕉の句碑

‐17‐‐18‐

25

塩
尻
短
歌
館

津
島
神
社

善光寺へ（洗馬宿へ）

原新田

上
総
屋（
旅
籠
）

川
上
屋

木
屋

ミニパーク・案内板

下
問
屋

高
札
場

山
城
屋（
庄
屋
）

郷
原
宿
の
碑

問
屋

（
郷
原
簡
易
郵
便
局
）

西裏道

西ウラセンゲ

東ウラセンゲ

西ナカセンゲ

東ナカセンゲ

オモテの川

東裏道

郷原諏訪
稲荷神社

サ
カ
イ
ヤ
小
路

カ
ガ
ヤ
小
路

コ
メ
ヤ
小
路

湯
の
気
小
路

西
大
小
路

（
タ
マ
ヤ
小
路
）

東
大
小
路

（
ス
ミ
ヨ
シ
ヤ
小
路
）

日
本
ア
ル
プ
ス
サ
ラ
ダ
街
道

馬頭観音

洗
馬
よ
り
一
里

太
田
の
一
里
塚

太田諏訪神社

琵琶橋

19

奈良井川

中
山
道

郷
原
宿

292

294

郷福寺

鎮守稲荷大明神
（いぼ神様）

〒コンビニ

コンビニ

郷
原

工
業
団
地

郷原
工業団地

中
信
変
電
所

郷
原
公
民
館

郷
原
ト
ン
ネ
ル

オ
オ
タ
井
セ
ン
ゲ

接待所跡

信濃ワイン

井筒ワイン

林農園
（五一わいん）

太田の清水

太田大日堂

松本歯科大学

JA塩尻市
「新鮮市場ききょう」

郷原区民会館

古
井
戸

塩尻西部
中学校

文 WC

野
を
横
に

馬
曳
き
計
よ

郭
公（
奥
の
細
道
）

ひ
き

ほ
と
と
ぎ
す

む
け

か
つ
て
郷
原
学
校(

分
校)

駐
在
所
が
あ
り
ま
し
た
。

古
井
戸

火
の
見
櫓

ご
う
ば
ら
資
料
館

か
ず
さ

家々には屋号が掲げられています。
街道を挟んで、屋敷・田畑が区画割
されています。

郷原の地から東に高ボッチ山、
西には鉢盛山、遠くに穂高連峰が望めます。

JAワイナリー

北国西往環
(善光寺道)

水 芭
蕉
の
句
碑

郷
福
寺

き
ょ
う
ふ
く
じ

高
野
山
真
言
宗
の

寺
院
で
慶
長
十
七

年
（
一
六
一
二
）僧

憲
快
に
よ
り
中
興

さ
れ
た
。明
治
十

三
年（
一
八
八
〇
）

明
治
天
皇
の
巡
幸

が
あ
り
御
小
休
所

と
な
っ
た
。

用
水
路（
セ
ン
ゲ
）

桔
梗
ヶ
原
台
地
に
あ
っ
た
た
め
水
は

緊
急
の
課
題
で
あ
り
、奈
良
井
川
上
流

の
琵
琶
橋
付
近
か
ら
太
田
井
堰
を
通

し
て
、街
道
筋
、東
西
の
屋
敷
内
、裏
に

二
筋
づ
つ
計
五
筋
の
用
水
路
が
あ
り

ま
す
。

乏
水
性
台
地
で
水
位
が
低
く
、各
家

で
井
戸
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
で
、

十
数
メ
ー
ト
ル
の
つ
る
べ
縄
深
井
戸

を
六
基
掘
っ
て
共
用
で
使
用
管
理
し

ま
し
た
。

切
妻
本
棟
造
り

き
り
づ
ま
ほ
ん
む
ね
づ
く

緩
い
勾
配
の
切
妻
屋
根
で
妻
側
を
正

面
と
す
る
本
棟
造
。「
雀
お
ど
り
」「
雀

返
し
」と
呼
ば
れ
る
棟
飾
り
が
威
風
堂
々

と
し
た
外
観
を
与
え
て
い
ま
す
。 祠

の
前
の
御
影
石
を
拾
っ

て
い
ぼ
に
擦
り
つ
け
る
と

い
ぼ
が
と
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
五
榜
の
掲
示
」等
の
高
札・

郷
原
宿
の
紹
介
を
掲
示

し
て
い
ま
す
。

京



19

洗
馬
宿

江
戸
よ
り
六
十
里

牧
野
一
里
塚
跡

尾沢川

JR洗馬駅

304

WC

滝神社

神
明
宮

五社稲荷神社上町石仏群公園まで 平出遺跡公園まで平出遺跡公園まで

筆
塚

地
蔵
山
新
福
寺
跡

牧野公民館

高
札
場
跡

天
白
宮

血
取
駒
場

馬
頭
観
音
堂

軍
馬
の
碑

ち
と
り
こ
ば

寺
子
屋
大
楽
院
跡

聖
徳
山

万
福
寺

道
祖
神

中山道

中央本線

旧
本
陣
百
瀬
家
洗
馬
学
校
跡

丸
山
佐
源
太
の
生
家
跡

芭
蕉
の
句
碑

ガ
ー
ド

通
行
注
意

問
屋
場
・
貫
目
改
所
跡

脇
本
陣
志
村
家
跡

明
治
天
皇
御
駐
輦
之
処

銅
鐸
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

平出歴史公園

至
塩
尻
宿

至
本山宿 〒

言
成
地
蔵
尊

い
い
な
り

梅
雨
ば
れ
の

わ
た
く
し
雨
や

雲
ち
ぎ
れ

佐
源
太

辞
世

飢
え
に
な
く

人
を
お
も
え
ば

あ
づ
さ
ゆ
み

ひ
き
も
ど
し
得
ぬ

こ
こ
ろ
と
も
が
な

牧野
コンビニ

尾沢橋

田園風景が広がる

奈良井川

長瀬

宗
賀
小
学
校

中
山
道
道
標

万
葉
歌
碑神

明
宮
下
社
跡

文

水

善
光
寺
道

道
標

馬
頭
観
音

（
地
境
杭
跡
）

肱
懸
松

細
川
幽
斎

肱
懸
松
跡

分
去
れ
と
常
夜
灯

（
善
光
寺
道
起
点
）

肱
か
け
て

し
ば
し
憩
へ
る

松
陰
に

た
も
と
涼
し
く

通
う
河
風

北国西往
還（善光

寺道）

至
郷
原
宿

江戸京 （郷原宿・塩尻宿へ）（本山宿へ）
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奈良井川の眺望

中山道道標

邂逅の清水

（P18へ）

（P16へ）

百
瀬
・
志
村
両
家
の
庭

園
は
中
山
道
に
稀
な

名
園
で
し
た
が
洗
馬

駅
造
成
に
よ
り
面
影

が
失
わ
れ
ま
し
た
。

志
村
家
の
庭
は
芥
川

龍
之
介
の
小
説「
庭
」

の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

裏
道（
夜
盗
道
）

表
通
り
の
厳
し
い
警
戒

や
土
下
座
の
強
制
を
嫌

っ
て
住
民
は
夜
間
は
裏

道
を
通
行
し
、夜
盗
道

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

慶
応
二
年
に
、宿
場
農
民

千
数
百
人
が
参
加
し
た

木
曽
騒
動
は
県
下
最
大

の
世
直
し
一
揆
と
い
わ

れ
ま
す
。そ
の
頭
取
丸
山

佐
源
太
は
罪
を
一
身
に

受
け
江
戸
鈴
ヶ
森
で
処

刑
さ
れ
ま
し
た
。

邂
逅
の
清
水（
太
田
の
清
水
）

お
お
た

木
曽
義
仲
挙
兵
の
際
、義
仲
と

今
井
兼
平
の
主
従
が
邂
逅
し

た
場
所
と
伝
え
ら
れ
、こ
こ
で

兼
平
が
馬
の
足
を
洗
う
と
た

ち
ま
ち
元
気
を
回
復
し
た
の

で
洗
馬
と
い
う
名
前
に
な
っ

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。

約3.5kmWC
トイレ間距離トイレ間距離

約3.5km



上　町
中　町

下　町

釡
之
沢

19

牧野

洗馬駅まで

コンビニ
食事処
宗月

奈良井川

本
山
宿

本山神社
(八幡宮)

池
生
神
社

下
問
屋
跡

川
口
屋

本山池の権現
キャンプ場

池
生
神
社
入
口

(

こ
こ
か
ら
本
山
宿)

そば切り発祥の地

し
の
の
め
の
道

中
山
道
本
山
宿
碑

旧
本
陣
小
林
家

明
治
天
皇
行
在
所
碑

脇
本
陣
・

上
問
屋
跡

本
山
宿
案
内
板

本
山
口
留
番
所
跡

本山そばの里

秋
葉
神
社

下社参道跡

下
社(

諏
訪
社)

跡

石
仏
群

池
田
屋

若
松
屋

国登録有形文化財

不
動
尊
堂

日
出
塩
の
青
木

桜の丘公園

秋
葉
大
権
現

高
札
場
跡

本
山
宿
の

大
き
な
看
板

塩尻物流
センター

ため池

本
山
宿
碑

本
山
学
校
碑

(

長
久
寺
跡)

上町石仏群

出梁造り
だしばりづく

WCWC

本山城址

（本陣山山頂）

そ
ば
切
り
発
祥
の
地

‐21‐‐22‐

江戸京 （洗馬宿へ）（桜沢へ）

そば

中
山
道
本
山
宿
は
、そ
ば
切
り
発
祥
の

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
丹
羽
式
部
少
輔
様
御
下
り
。

 

〜
私
進
物 

り
ん
ご・
玉
子
・

 

そ
ば
切
り
上
げ
申
し
候
』

本
山
宿
本
陣 

諸
大
名
方
御
宿
の
覚

(

寛
文
十
年
・
一
六
七
〇)

『
蕎
麦
切
と
い
う
は

 

も
と
信
濃
ノ
国
本
山
宿
よ
り
出
て

 

あ
ま
ね
く
国
々
に
も
て
は
や
さ
れ
る
』

風
俗
文
選(

宝
永
三
年
・
一
七
〇
六)

『
本
山
の
そ
ば
名
物
と
誰
も
知
る

 

荷
物
を
こ
こ
に
お
ろ
し
大
根
』

大
田
南
畝「
壬
戌
紀
行
」(

享
和
二
年
・
一
八
〇
二)

戦
国
時
代
、本
山
城

の
根
小
屋
か
ら
集

落
が
発
生
し
、宿
場

と
な
り
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い（
慶

長
五
年
九
月
十
五
日
）

秀
忠
軍
は
本
山
に

着
陣
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

長
久
寺 

慶
応
四
年
二
月
三
十

日
、松
本
藩
主
は
こ

こ
で
東
山
道
軍
総
督

岩
倉
具
定
に
勤
皇
の

誓
約
を
し
ま
し
た
が
、

決
定
の
遅
れ
を
理
由

に
、藩
主
は
謹
慎
、藩

に
は
軍
資
金
・
兵
糧

の
献
上
と
出
兵
を
命

じ
ら
れ
、松
本
藩
の

戊
辰
戦
争
の
始
ま
り

と
な
り
ま
し
た
。

和
宮
の
通
行 

文
久
元
年
十
一
月
四
日
、

皇
女
和
宮
は
本
山
宿

本
陣
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

そ
の
通
行
は
前
後
四

日
間
に
わ
た
り
、京
方

一
万
人
・
江
戸
方
一
万

五
千
人
・
警
護
随
員
一

万
人
な
ど
に
、助
郷
人

足
三
万
人
・
馬
二
千
匹
、

総
勢
八
万
人
が
沿
道

を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

公園

江
戸
よ
り
六
十
一
里

日
出
塩
一
里
塚

本山宿

本山宿 町並

WCWC

トイレ間距離

約1.0km 約3.5km



江戸（本山宿へ）京

奈良井川

長泉院

日出塩公民館

桜の丘公園

御岳公園

京
へ（
贄
川
へ
）

「
是
よ
り
南
木
曽
路
」の
碑

境
川

境橋

馬頭観音

（馬頭観音）

馬頭観音

至牛首峠を経て小野宿へ

贄川駅まで

初期中山道

至贄川宿
奈良井宿

至塩尻

明
治
天
皇
の
行
在
所
の
碑

JR日出塩駅

（セツブンソウ）

江
戸
よ
り
六
十
一
里

日
出
塩
一里
塚
跡

‐23‐‐24‐

WC

京
へ
七
十
一
里
と
印
さ

れ「
六
十
一
里
塚
」と
も

呼
ば
れ
、道
の
両
側
に
榎

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

初
期
中
山
道
案
内
板（
塩
尻

側
）木
曽
路
か
ら
牛
首
峠
を

越
え
て
小
野
宿
に
抜
け
る
分

岐
点
。初
期
中
山
道
の
道
筋

と
見
ど
こ
ろ
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

か
つ
て
尾
張
藩
と
松
本
藩
の

境
で
し
た
。文
献
に
よ
れ
ば

橋
の
真
中
に
境
界
線
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。橋

の
架
け
替
え
や
修
復
の
費
用

は
両
藩
で
公
平
に
負
担
し
ま

し
た
。

こ
の
部
分
の
街
道（
今
の
国
道
）は
村

の
人
が
自
力
で
岩
を
削
っ
て
道
を
作

り
通
行
料
を
取
っ
て
い
た
と
か
信
州

で
最
初
の
有
料
道
路
で
は
？

＝
村
の
古
老
の
お
話
で
す
＝

谷
が
狭
く
良
い
景
色
で
す
。木
曽
路

一
番
の
立
場
茶
屋
が
あ
っ
た
。古
い

立
派
な
家
が
残
る
。

桜
沢
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セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
群
生
地

雪
解
け
と
共
に
咲
く
希
少
種

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
の
あ
と
は
、カ

ン
ザ
ン
・
ウ
ス
ズ
ミ
ザ
ク
ラ
・

キ
ク
ザ
ク
ラ
・
シ
ロ
タ
エ
・
オ

オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
日
本
の

名
桜
が
公
園
を
彩
り
、訪
れ
る

人
々
を
楽
し
ま
れ
て
く
れ
ま
す
。

細い山道につき
歩行注意

WC
上町石仏群公園まで

トイレ間距離

約6.0km 約1.0km



文久元年4月1日、下諏訪宿に和宮ご降嫁の知らせが届くやいな
や、道や橋の調査、人足や馬の調達など受け入れ準備に追われ
ました。下諏訪宿まわりの107村だけでは足りず、甲州の173村
を加え人足17,285人、馬830頭が集められました。その人馬が泊
まる小屋、米、馬の餌、薪など用意は大変なものでした。
11月3日に行列の先頭が到着、5日午後5時頃に和宮が到着され
て宿泊、翌朝7時頃ご出発されました。一番のピークは和宮ご宿
泊の翌日で、人足17,000人、馬1,100頭という膨大な数でした。
行列の荷物などを運び終わったのが11月8日。京都方と江戸方
を合わせて総勢約3万人という、下諏訪宿始まって以来の大行
列であったとのことです。
「お触れ」から行列後の始末までに要した延べ総数は、人足
40,821人、馬2,843頭にのぼりました。和宮ご宿泊の本陣は建物
920㎡、畳数233畳、半分が本陣、あとは問屋も兼ねた私宅でした。

‐25‐‐26‐

江戸時代、幕府の将軍家が京都の皇族や貴族の姫宮を夫人とし
て迎えておりました。その御輿入れの際、姫宮たちはいずれも
中山道をお通りになっていたため、中山道は「姫街道」と別名が
つくほどでした。中山道には幾つかの厳しい山道はありました
が、東海道のような長期にわたる川止めがないことが利点であ
り、縁起の良い地名など※も多いことから姫宮のご降嫁に使わ
れた理由だと考えられております。

中山道と姫街道

中山道を通りご降嫁した姫宮たち

皇女和宮のご降嫁いわれ

※馬篭宿（孫目）、上松宿、岩村田宿の「相生の松」、長久保宿（久しく保つ）など。

弘化3年潤（1846年）和宮親子内親王（かずのみやちかこないし
んのう）※は、仁孝天皇の第八皇女、孝明天皇の異母妹としてお
生まれになり、文久元年（1861年）江戸幕府第14代将軍・家茂の
正室として迎えられました。
皇女が武家にご降嫁したのは和宮が日本史上初のことでした。
公武合体のための和宮のご降嫁行列は、京都を出発し、中山道
木曽路を江戸に下りました。11月4日に奈良井宿で小休憩、贄川
宿で昼食、本山宿宿泊という日程でした。このご通行に際して、
木曽十一宿を三継ぎ、一継ぎに延べ人足が22,587人、伝馬が延
べ669頭（馬籠宿継ぎ立て伝馬）が動員されるなど、史上最大規
模の絵巻物のような豪華さだったと伝えられています。
ご通行沿道は「村人の外出禁止」「男は家の片陰で慎み」「女は姿
を見せてはならない」「商売禁止」「犬猫は鳴き声が聞こえぬ遠
方に繋ぐ」「寺の鐘や水車など鳴り物禁止」「火の用心」等々。そ
れはそれは厳重且つ仔細にわたり、警備・危機管理は細心の注
意が払われました。

11月4日のご通行に向けて、命を受けた松本藩により8月から準
備が始められました。
ご通行道は掘り返して砂が敷かれ、大工職人と材木が集められ
て24軒の宿を新築。和宮ご宿泊所になる本陣は、居間周辺や湯
殿を総檜造りに、畳建具なども全て新調されました。
沿道警護は本山宿から下諏訪宿まで、10月29日から11月9日ま
でとされ、郷原宿に大屯所が設けられ、本山・洗馬・塩尻の三宿
に夜具道具類・槍・鉄砲・弓などが松本町から運び込まれました。
本山宿北辺から洗馬宿に向けて、助郷人足1万数千人と馬2千頭
の仮小屋が建ち並び、炊き出しが行われました。
和宮は11月4日午後3時ころ本陣に到着されてご宿泊、翌朝7時
頃には出発されました。
この一晩のために本山宿におかれた提灯は、星よりも多いと嘆
息するほどの数であったと伝えられています。

３万人の大行列－下諏訪宿和宮を迎えた本山宿

古文書「和宮様御通輿ニ付諸事扣」出典：旧楢川村誌第三巻「近世」より

和宮御方様献立再現料理

古文書「和宮様御下向御継立人馬書上帳」

出典：塩尻市誌、松本史第2巻歴史編㈼「近世」より

古文書「和宮御方様御下向御道中御次献立帳」

※「和宮」は幼名で、「親子」
は文久元年（1861年）の内
親王宣下に際して賜わった
諱（いみな）であり、家茂死後
には落飾し、静寛院宮（せい
かんいんのみや）と名乗りまし
た。

年　代 姫　宮 婚家相手 宿　泊　地

鱠（なます）にはます・白髪大根・岩茸、平皿に鯉の背切、焼物に
鰻、香の物、御飯、赤味噌汁の「一汁四菜」が用意されました。

明暦3年（1657） 浅宮 顕子 4代 家綱
寛文4年（1664） 鷹司 信子 5代 綱吉
不明 近衛 　子 6代 家宣
宝永3年（1706） 寛徳院 理子 8代 吉宗
享保16年（1731） 伏見宮 比宮 9代 家重 野尻・福島・贄川
寛延 2年（1749） 閑院宮 五十宮 10代 家治 馬籠・須原・奈良井
文化元年（1804） 有栖川 楽宮 家慶（家斉嫡子） 野尻・福島・贄川
天保 2年（1831） 有栖川 登美宮 水戸 野尻・福島・贄川
 鷹司 有君 13代 家定 野尻・福島・贄川
嘉永 2年（1849） 一条 寿明君 13代 家定 野尻・福島・贄川
文久元年（1861） 孝明天皇妹和宮 14代 家茂 三留野・上松・藪原・本山
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岡谷

本山宿 洗馬宿

郷原宿

岡谷
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調査・編集協力

悠 く々らぶ・町区／洗馬歴史同好会／本山宿歴史同好会
郷原宿を愛する会／諏訪湖博物館

2020.3

中山道ウォーキングマップをご利用するにあたり

1.このマップは、2020年3月
現在の情報をもとに作成し
てあります。目印の建物の
移転、取り壊し、木の伐採等
で情報が変わる場合があり
ます。予めご了承ください。
2.江戸時代の中山道中心に
記載していますが、すでに
道が残されていないところ
や、私有地になっている所、
経路について諸説存在する

ところなどもあり当時の道
を完全に再現するものでは
ありません。
3.中山道を辿ることを優先
して作成されたマップのた
め、車の往来が激しく、横断
歩道の無い危険な箇所、私
有地が存在します。歩かれ
る際は十分注意してくださ
い。なお、このマップをご利
用して負傷した場合、一切

責任を負いかねますのでご
了承ください。
4.塩尻峠付近など熊の出没
する区間があります。鈴等、
音の出るものをご準備下さ
い。
5.冬期通行止の箇所があり
ます。
6.飲食する場合等に出るゴ
ミは必ずお持ち帰り下さい。

中山道を歩く
（木曽路～下諏訪）
全体マップ

贄川宿

桜沢

塩尻峠

三沢峠

牛首峠
初期中山道

中山道

三沢

岡谷

諏訪湖

伊
那
街
道

小野宿

中山道

善知鳥峠

‐27‐

お問い合わせは下記へ

洗
馬
宿

本
山
宿

下
諏
訪
宿

和田峠へ
塩
尻
宿

郷
原
宿

■（一社）塩尻市観光協会
〒399-0786  長野県塩尻市大門7番町3番3号 TEL.0263-54-2001
■岡谷市観光協会
〒394-8510  長野県岡谷市幸町8番1号 TEL.0266-23-4854
■下諏訪観光協会
〒393-0015  長野県諏訪郡下諏訪町3289 TEL.0266-26-2102



本
山
、洗
馬
、塩
尻
…
。

路
傍
の
石
碑
群
が

江
戸
の
面
影
を
残
し
ま
す
。

‐29‐‐30‐

急
坂
な
峠
道
を
越
え
、深
い
谷
を
歩
き
、

木
曽
十
一
宿
の
最
北
端
の
宿
、

贄
川
宿
を
抜
け
る
と

江
戸
へ
と
向
か
う
旅
人
は
よ
う
や
く

一
息
つ
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
ば
切
り
発
祥
の
本
山
宿
、

善
光
寺
道
と
の
追
分
で
も
あ
っ
た
洗
馬
宿
、

旅
籠
七
十
軒
の
塩
尻
宿
へ
と
続
く

そ
の
旅
の
足
ど
り
は

軽
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

洗馬宿脇本陣跡堀内家 平出一里塚平出遺跡

下
諏
訪
か
ら
木
曽
路
へ

 
1

和
田
峠
〜
樋
橋

 

3

樋
橋
〜
宮
の
上

 

5

下
諏
訪
宿
〜
岡
谷

 

7

岡
谷
〜
塩
尻
峠

 

9

塩
尻
峠
〜
柿
沢

 

11

塩
尻
宿

 

13

大
門
〜
平
出
遺
跡

 

15

郷
原
宿

 

17

洗
馬
宿

 

19

本
山
宿

 

21

日
出
塩
〜
桜
沢

 

23

中
山
道
と
姫
街
道

 

25

全
体
マ
ッ
プ

 

27

木
曽
路
か
ら
下
諏
訪
へ

 
29


